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平成1 9 年２月期　第１四半期財務･業績の概況（非連結）
平成 18 年 6 月 28 日

上場会社名　株式会社タカキュー　　　　　　　　　　　（コード番号：8166　東証第1 部）

（URL　http://www.taka-q.com）

問合せ先　代表者役職・氏名　代表取締役社長　　　　　　　臼井　一秀

責任者役職・氏名　専務取締役管理本部長　　　　木内　　守　　　　TEL：(03)5248-4100

１．四半期財務情報の作成等に係る事項

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　：　有

（内容）

引当金の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。

②最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　：　無

２．平成 19 年２月期第１四半期財務・業績の概況（平成 18 年 3 月 1 日～平成 18 年 5 月 31 日）

(1)経営成績の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨て）

売上高 営業利益 経常利益
四半期（当期）

純 利 益       
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成 19 年 2 月期第１四半期 5,292 8.0 609 65.5 634 77.5 623 80.6
平成 18 年 2 月期第１四半期 4,900 1.0 368 △16.9 357 △8.6 345 △6.1
(参考) 平成 18 年 2 月期 20,210 1,017 960 690

1 株当たり四半期

（当期）純利益

潜在株式調整後        

1 株当たり四半期

（当期）純利益
円 銭 円 銭

平成 19 年 2 月期第１四半期 25 52 -
平成 18 年 2 月期第１四半期 14 13 -

(参考) 平成 18 年 2 月期 28 26 -

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］

当第１四半期は、週末の天候不順及び低温傾向が続きましたが、売上高は堅調に推移しました。

営業面では、提携カードによる固定客作り、ファッション雑誌への商品紹介等販促活動の強化によ

り既存店前年同月比は 104.8％となりました。

商品面では、ドレスシャツ、ブルゾン、スーツ等のクールビズ対応商品が好調に推移しました。

店舗面では、主力業態の「ＭＡＬＥ＆Ｃｏ．」、「ＴＡＫＡ：Ｑ」、「ｓｅｍａｎｔｉｃｄｅｓｉｇｎ」

に加え、新たな試みとして靴のセレクトショップ「ａｒｏｕｎｄ ｔｈｅ ｓｈｏｅｓ」の男女複合店

舗を 1 店舗、郊外ＳＣ向けに 40 歳前後の男女のお出かけ着を揃えた新業態「ｍ.ｆ.ｅｄｉｔｏｒｉａ

ｌ」2 店舗を含め 12 店舗を出店し、一方 3 店舗を退店しました。その結果、当第１四半期末店舗数は

181 店舗(9 店舗増加)となりました。

利益面では、売上高の拡大、生産調達ルートの見直し等による商品粗利益率の向上、物流収支の改

善、支払利息の軽減等により大幅な増益となりました。

以上の結果、当第１四半期の売上高は 52 億 9 千 2 百万円(前年同期比 8.0%増)、営業利益は 6 億 9

百万円(同 65.5%増)、経常利益は6 億 3 千 4 百万円(同 77.5%増)、四半期純利益は 6 億 2 千 3 百万円(同

80.6%増)となりました。
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(2)財政状態の変動状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨て）

総 資 産 純 資 産 自己資本比率
1 株当たり

純 資 産
百万円 百万円 ％ 円 銭

平成 19 年 2 月期第１四半期 12,678 3,991 31.5 163 45
平成 18 年 2 月期第１四半期 12,865 3,003 23.3 122 94

(参考) 平成 18 年 2 月期 12,256 3,461 28.2 141 72

　【キャッシュ・フローの状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨て）
営業活動による         

キャッシュ・フロー

投資活動による         

キャッシュ・フロー

財務活動による         

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期 末 残 高         
百万円 百万円 百万円 百万円

平成 19 年 2 月期第１四半期 40 △14 △664 2,418
平成 18 年 2 月期第１四半期 △16 295 △411 2,522
(参考) 平成 18 年 2 月期 1,877 597 △2,073 3,057

［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］

当第１四半期における総資産は、差入保証金、敷金の減少及び有利子負債の返済等により財務体質

の改善を促進しましたが、売上高の季節的変動要因から受取手形及び売掛金、たな卸資産が 11 億 2 千

6 百万円、支払手形及び買掛金が5 億 5 千 2 百万円増加したこと等により、前事業年度末と比べ 4 億 2

千 2 百万円増加しました。

キャッシュ・フローの状況

当第１四半期末における現金及び現金同等物は、24 億 1 千 8 百万円と期首残高に比べて、6 億 3 千

8 百万円減少しました。

当第１四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権及びたな卸資産が 11 億 2 千 6 百万円増加したもの

の、税引前四半期純利益を 6 億 4 千 8 百万円計上したことや、仕入債務が 5 億 5 千 2 百万円増加した

こと等により、4 千万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、保証金・敷金が 2 億 1 千万円返還されましたが、一方で新

規出店・改装により有形固定資産を 1 億 7 百万円取得し、保証金・敷金を 1 億 3 千 5 百万円差入れた

こと等により、1 千 4 百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長・短借入金の 6 億 6 百万円の返済等により、6 億 6 千 4

百万円の支出となりました。

３．平成 19 年２月期の業績予想（平成 18 年 3 月 1 日～平成 19 年 2 月 28 日）

売上高 経常利益 当期純利益
百万円 百万円 百万円

中　間　期 9,600 240 250

通　　　期 21,500 1,100 900

（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期）　36 円 85 銭

平成 19 年２月期の業績予想につきましては、平成 18 年 4 月 14 日発表の予想を修正しており、詳細

につきましては別途開示しております「特別利益の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。

なお、業績予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

○添付資料

(要約)四半期貸借対照表、(要約)四半期損益計算書、(要約)四半期キャッシュ・フロー計算書
以上
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［添付資料］

１．(要約)四半期貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位:百万円、％）

当四半期
(平成19年2 月期

第１四半期末）

前年同四半期
(平成18年2 月期

第１四半期末）

増　減
（参考）
平成18年2月期

期　別

科　目

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額

（資産の部）

Ⅰ 流動資産

1.現金及び預金 2,418 2,522 △103 △4.1 3,057

2.受取手形及び売掛金 1,370 1,146 224 19.6 843

3.たな卸資産 2,398 2,132 265 12.4 1,799

4.その他 243 250 △7 △3.0 285

流動資産合計 6,431 6,052 379 6.3 5,985

Ⅱ 固定資産

1.有形固定資産

(1)建物 406 346 59 17.3 373

(2)その他 453 374 78 21.0 342

有形固定資産合計 859 721 138 19.2 715

2.無形固定資産合計 95 56 39 70.1 90

3.投資その他の資産

(1)投資有価証券 - 291 △291 △100.0 -

(2)関係会社株式 462 40 422 - 531

(3)賃貸不動産 50 89 △39 △43.7 60

(4)差入保証金 1,479 2,068 △589 △28.5 1,586

(5)敷金 3,553 3,799 △245 △6.5 3,549

(6)その他 350 518 △167 △32.3 340

(7)貸倒引当金 △604 △771 167 △21.7 △604

投資その他の資産合計 5,292 6,035 △743 △12.3 5,463

固定資産合計 6,247 6,813 △565 △8.3 6,270

資産合計 12,678 12,865 △186 △1.5 12,256

（負債の部）

Ⅰ 流動負債

1.支払手形及び買掛金 3,259 2,620 638 24.4 2,707

2.短期借入金 2,517 4,958 △2,440 △49.2 3,069

3.その他 1,267 885 382 43.2 1,275

流動負債合計 7,044 8,464 △1,419 △16.8 7,052

Ⅱ 固定負債

1.長期借入金 1,195 935 260 27.8 1,250

2.退職給付引当金 33 34 △1 △3.6 33

3.その他 413 427 △14 △3.4 459

固定負債合計 1,642 1,397 244 17.5 1,742

負債合計 8,687 9,862 △1,174 △11.9 8,795
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位:百万円、％）

当四半期
(平成19年2 月期

第１四半期末）

前年同四半期
(平成18年2 月期

第１四半期末）

増　減
（参考）
平成18年2月期

期　別

科　目

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本

1.資本金 2,000 - - - -

2.資本剰余金 567 - - - -

3.利益剰余金 1,264 - - - -

4.自己株式 △10 - - - -

株主資本合計 3,822 - - - -

Ⅱ 評価・換算差額等

1.その他有価証券評価差額金 169 - - - -

評価・換算差額等合計 169 - - - -

純資産合計 3,991 - - - -

負債･純資産合計 12,678 - - - -

（資本の部）

Ⅰ 資本金 - 10,284 - - 2,000

Ⅱ 資本剰余金 - - - - 567

Ⅲ 利益剰余金 - △7,371 - - 690

Ⅳ その他有価証券評価差額金 - 95 - - 211

Ⅴ 自己株式 - △5 - - △8

資本合計 - 3,003 - - 3,461

負債･資本合計 - 12,865 - - 12,256
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２．(要約)四半期損益計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:百万円、％）

当四半期
(平成19年2 月期

第１四半期）

前年同四半期
(平成18年2 月期

第１四半期）

増　減 （参考）
平成18年2月期

期　別

科　目
金　額 金　額 金　額 増減率 金　額

Ⅰ 売上高 5,292 4,900 391 8.0 20,210

Ⅱ 売上原価 2,122 2,135 △13 △0.6 9,155

売上総利益 3,169 2,764 405 14.7 11,055

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,560 2,396 164 6.9 10,037

営業利益 609 368 241 65.5 1,017

Ⅳ 営業外収益 199 223 △23 △10.7 844

Ⅴ 営業外費用 173 233 △59 △25.6 901

経常利益 634 357 276 77.5 960

Ⅵ 特別利益 15 7 7 104.0 60

Ⅶ 特別損失 1 0 0 45.3 240

税引前四半期(当期)純利益 648 364 284 78.1 780

法人税、住民税及び事業税 25 19 6 33.9 89

四半期(当期)純利益 623 345 278 80.6 690

前期繰越利益又は損失(△) 141 △7,716 7,858 - △7,716

減資による前期繰越損失填補額 - - - - 7,716

四半期(当期)未処分利益又は

四半期未処理損失(△)
764 △7,371 8,136 - 690
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３．(要約)四半期キャッシュ・フロー計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:百万円）

当四半期

(平成 19 年 2 月期
第１四半期）

前年同四半期

(平成 18 年 2 月期
第１四半期）

（参考）

平成 18 年 2 月期
期　別

科　目 金　額 金　額 金　額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 1. 税引前四半期(当期)純利益 648 364 780

 2. 減価償却費 65 49 248

 3. 減損損失 - - 32

 4. 貸倒引当金の増減額(△は減少) △0 - 15

 5. 賞与引当金の増加額 57 28 37

 6. 厚生年金基金脱退損失引当金の増加額 - - 112

 7. 退職給付引当金の減少額 - △61 △62

 8. 賃貸借契約解約損 1 △29 46

 9. 固定資産売却益 △9 - △41

10. 固定資産除却損 - 2 39

11. 受取利息及び配当金 △2 △2 △2

12. 支払利息 20 37 123

13. 売上債権の増加額 △527 △426 △123

14. たな卸資産の増加額 △599 △385 △51

15. 仕入債務の増加額 552 412 498

16. 未払消費税等の減少額 △19 △32 △8

17. その他 △30 111 319

小計 155 68 1,963

18. 法人税等の支払額 △115 △85 △85

営業活動によるキャッシュ・フロー 40 △16 1,877

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 1. 有形固定資産の取得による支出 △107 △40 △274

 2. 有形固定資産の売却による収入 63 193 247

 3. 無形固定資産の売却による収入 - - 0

 4. 投資有価証券の取得による支出 - △1 △3

 5. 関係会社株式の取得による支出 △1 - △2

 6. 貸付による支出 - - △20

 7. 貸付金の回収による収入 10 20 30

 8. 保証金敷金の差入による支出 △135 △139 △278

 9. 保証金敷金の返還による収入 210 302 1,023

10. その他の資産の取得による支出 △39 △40 △89

11. 預り保証金の返還による支出 △19 △5 △43

12. 預り保証金の受入による収入 1 5 5

13. 利息及び配当金の受取額 2 2 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △14 295 597

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 1. 短期借入による収入 - 400 1,210

 2. 短期借入金の返済による支出 △552 △1,324 △4,131

 3. 長期借入による収入 - 558 1,558

 4. 長期借入金の返済による支出 △54 △8 △585

 5. 自己株式の取得・売却による収支 △1 △0 △4

 6. 利息の支払額 △18 △35 △119

 7. 配当金の支払額 △37 - -

財務活動によるキャッシュ・フロー △664 △411 △2,073

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △638 △133 402

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 3,057 2,655 2,655

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 2,418 2,522 3,057


